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活　動　名

関係する学校

こんな
活動です

基
本
デ
ー
タ

活動区分 ※H26年度の実績（補助の有無についてはH27年度の状況）

土曜日の
教育活動

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO
との連携

放課後
子供教室

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 年間開催日数 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

実　施　場　所 開始年度 放課後児童クラブとの連携

コミュニティ・
スクール

指　定　日 委員数 児童生徒数 学級数

地域ぐるみの支援で育つ幼保・小・中の子供たち　 
～由宇地域協育ネット～

山口県岩国市

由宇地域協育ネット

由宇中学校・由宇小学校・由西小学校・神東小学
校・にこにこちどり園・由宇保育園・清華保育園

　

	学校支援
地域本部

	 コーディネーター数	ボランティア登録数 	 開始年度	 国庫補助	 学習支援	 ICT活用	 企業·NPO
との連携

	 	 2 人	 289 人	 24 年度	 有	 有	 無	 有
	

放課後
子供教室

	 コーディネーター数	 子供の平均参加人数 	 年間開催日数	 国庫補助	 学習支援	 ICT活用	 企業·NPO
との連携

	 	 1 人	 13 人	 5 日	 有	 無	 無	 無
	 　	 実　施　場　所	 開始年度	 放課後児童クラブとの連携
	 	 校庭・体育館・校区内施設	 20 年度	 連携型
	 コミュニティ・
スクール

	 指　定　日	 委員数	 児童生徒数	 学級数
	 	 平成 22年 4月 1日	 10 人	 200 人	 9 学級

活
動
の
概
要
・
経
緯

　平成23年度に設立し、中学校の学校運営協議会を核に「由宇地域学校支援地域本部」（３小学校、１中学校で構成）を統合し
た組織体制である。「子供たちの15年間の育ちや学びを見守り支援するとともに、地域・学校の相互活性化」を目指し、自治会、
商工会、文化協会等の代表者や幼稚園・保育所の園長が運営に参加し、「由宇地域協育ネット」としてまちぐるみの教育活動を
展開している。
　平成24年度からは、学校支援ボランティアの募集を開始し、地域住民・各種地域団体・企業等で組織する「由宇地域協育応
援団」を設置した。学校・園の学習支援のニーズに応えることのできる仕組みをつくり、地域から選任されたコーディネーターが、
各学校・園への講師、ボランティアの調整を行っている。昨年度は、のべ5,493名（由宇町内 成人人口の約７割に相当）の方々
が参画し、今年度の登録人数は289名である。
○�協育応援団が実施する主な支援は次のとおりである。
　１　学習支援活動　２　部活動支援　３　環境整備　４　登下校時の安全指導　５　伝統文化を継承する学習支援活動
　６　キャリア教育支援　７　ボランティア活動・地域貢献活動

■特　　徴
【特徴的な活動内容】
１　コーディネート・センターの役割
　○�コーディネーターと補佐役２名で推進している。
　○�幼保・小・中の教職員からの依頼に応じ、コーディネーターが応援団メンバーと調整を実施。学校側に負担がないようにしている。
　○�登録メンバー、各学校からの要望をまとめた資料、年間の実績資料等のデータを一括管理している。
２　持続的・発展的な運営体制の確立
　○�次期コーディネーター候補者としての「補佐役」は、学校支援活動をサポートする中で、コーディネーターとしての資質を高めている。
　○�「協育応援団の集い」を実施。団員同士のネットワークの拡大と、子供と一緒に育つ地域づくりを目指している。
３　WIN-WINの関係作り
　○�学校は、地域に貢献する活動として、各種地域団体が実施する事業（花の植え替え、幼稚園・保育所の祭り、草刈など）へ、積極的に参加
しており、子供たちと地域住民とが双方向で関わりを持っている。

【実施に当たっての工夫】
○�事務局を中学校内の「地域室」に設置。「コーディネート・センター」「協育応援団の拠点」としての機能と、地域住民同士の交流の場とし
　 ての機能を備えている。
○�「協育応援団の集い」では、出番が少ないと感じている方と懇談の場を設けて、登録内容以外の教育支援の機会づくりに努めている。
○�兵庫教育大学大学院と連携し、アンケートの実施とその結果分析を通して、PDCAサイクルに基づく計画的な事業の推進を行っている。
○�地域の各団体からのボランティア要請を、中学校の生徒会役員が窓口となって全校生徒へ周知し、参加を募っている。
○�地域の方に生徒の特性をより深く知っていただくために、自習の監督をお願いしている。

■事業を実施して
【成果】
１�　コーディネーターの活動拠点ができ、学校と地域が連携した活動がより活性化された。
２�　コーディネーターが、学習支援の調整、配置を行うことで、教員が子供と向き合う時間を確保できるよ
うになった。
３�　保護者や地域住民から「教員・保護者・住民との関係が豊かになってきた。」「協働する大人の姿に接し、
子供たちの気持ちが安定し
　 てきた。」との声が聞かれる。

■その他
●�「NPO法人　由宇スポーツクラブ」との連携
・�「銭壺山グリーンハイキング」では、中学生と一般住民が協力し、コースの先導・警備・誘導・活動の補助
を行っている。　
・�「YOU・ゆうスポーツフェスタ」では、中学生と一般住民が会場の準備・片付け・ジュース販売・屋台村
での手伝いを行っている。
●�学習支援の様子
・�協育応援団と小・中学校の教諭が、中学校の補充学習会の指導に当たっている。
・�中学校の教諭が小学校へ出向いて、出前授業（英語・数学等）を実施している。
・�協育応援団は、定期テストや研究授業の際に自習監督として携わっており、校内研修等の充実に一役買っ
ている。
■

■
　

由宇地域協育ネットのイメージ図

ふれあい活動（わら細工）


